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概 要：

会議のテーマであるAMT (Active Media Technology：知的メディア技術) は，コンピュータ科学や情報

技術を融合した知的情報技術に関する学際分野である。また，BI (Brain Informatics：脳情報学) は，近年の

脳研究の発展を踏まえ，脳の知覚から思考に至るまでの認知機能をシステム的に研究する新しい学際分野で

ある。

このような人間と機械を中心とした脳や知的メディアに関わる本国際会議において，人間の特性を考慮し

た新たな機械のあり方や，機械が人間の考えをどう理解するかといった議論が深められた。本会議では，「人

間と機械の調和の促進」に大きく貢献する事を目的に，特に，AMT・BI・HI (健康情報学) の相互の研究促

進や創発性により，個々の研究分野に新風を吹き込むことを目標とした。

基調講演(7)，招待セッション(2)，ワークショップ(4)，特別セッション(8)，が実施され，査読により採

択された学術講演数は，187 演題，37ヵ国から 200 名以上の参加者があった。最終日の午後には，群馬大学重

粒子線医学研究センターへの視察等が実施され，生命健康都市前橋への地域貢献も果した。

本国際学会の主な成果としては，高い学術レベルの論文集をそれぞれ，Active Media Technology

(Springer LNCS8210)，Brain and Health Informatics (Springer LNAI8211) として上梓できたことである。

また，本会議の成功により，新たな学術ジャーナル(オープンアクセス) が刊行されることが決定したことも

大きな成果であった。
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概 要：

省電力高効率，超小型高耐熱等，従来の半導体を超える特長を有する，次世代パワーデバイス用半導体で

ある，シリコンカーバイド (SiC) は，長年の研究開発の結果，実用デバイスが生産販売されるに至り，幅広

い産業分野での応用に急速な関心が集まっています。こうした背景を踏まえ，1987 年を嚆矢に，15 回目を迎

える本国際会議は，SiC 関連の最重要会議と位置付けられており，材料作製・評価からデバイスまでの広範な

基礎研究分野のみならず，産業応用における課題解決，将来展望にも焦点をあてて，最新の研究開発成果を

世界各国から持ち寄り，議論することを目的としています。

会議は，平成 25 年 9 月 29 日から 10 月 4 日まで宮崎市のフェニックス・シーガイア・リゾート シーガイ

ア・コンベンションセンターにおいて開催されました。参加者数は 795 名 (参加登録者 659 名，企業展示出

展者 136 名) に達し，前回 2007 年の我が国での開催より 180 名増加しました。参加登録者の 43% (283 名)

が海外からの参加で，欧州 127 名，米国 63 名，アジア・オセアニア 93 名と，真に国際的雰囲気での会議と

なりました。会議では，2つの基調講演セッション，24 の口頭発表セッション，4つのポスター発表セッショ

ンにおいて，結晶成長，材料評価，表面・界面，素子プロセス，素子特性，回路・応用等，幅広い議題がと

りあげられ，基礎物理から素子応用に至る幅広い分野で，最新の研究開発成果に関する議論がなされました。

加えて，企業技術紹介セッションでは，国内外 48 社からの発表があり，材料メーカ，装置メーカ，分析業者

等の 61 社の展示ブースが会議中併設されるなど，着実に実用化に向けた進展を実感できるものとなりました。
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